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次回「ちば県議会だより」の発行日は令和3年2月5日の予定です。

千葉県議会　　　検索発行 編集 電話 043（223）2523 FAX 043（222）4073

9
月
定
例
県
議
会
は
、9
月
16
日

に
招
集
さ
れ
、10
月
13
日
ま
で
の
28

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報

告
に
続
き
、令
和
2
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
等
の
議
案
20
件
、報
告
4

件
お
よ
び
決
算
認
定
に
つ
い
て
が
上

程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明

と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

9
月
24
日
か
ら
6
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
代
表
質
問
お
よ
び
一
般
質

問
は
、24
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財

政
問
題
を
は
じ
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
、防
災
対
策
、福

祉
、道
路
、教
育
問
題
等
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、10
月
5
日
か

ら
4
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、付

託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具

体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
閉
会
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委

員
長
の
審
査
結
果
報
告
、討
論
が
行

わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
に
つ
い

て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、議
員
発
議
案
13
件
の
う

ち
意
見
書
2
件
を
可
決
し
、今
定
例

会
に
付
議
さ
れ
た
全
て
の
案
件
の
審

議
を
終
了
し
ま
し
た
。

の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

▽
県
が
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を

定
め
る
条
例

▽
建
築
基
準
法
施
行
条
例

▽
教
育
機
関
設
置
条
例

▽
千
葉
県
水
道
事
業
、工
業
用
水
道

事
業
及
び
造
成
土
地
管
理
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他（
3
件
）

▽
契
約
の
変
更

▽
財
産
の
取
得

▽
訴
え
の
提
起

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
・
持
続
的

運
用
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意

見
書

▽
防
災
・
減
災
・
国
土
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
対
策

の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
令
和
2
年
度
補
正
予
算
関
係（
7
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
6
件
）

◆
条
例
の
制
定

▽
千
葉
県
主
要
農
作
物
等
種
子
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
9
件
）

▽
千
葉
県
県
税
条
例

▽
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る

条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
及
び
住
民
基
本

台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報

99
月
定
例
県
議
会
の

月
定
例
県
議
会
の

 

あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し

▼
財
政
問
題

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

▼
災
害
へ
の
対
応
と
将
来
へ
の
備
え

▼
児
童
相
談
所
の
業
務
執
行
体
制
強
化

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
県
立
病
院
の
経
営
改
善
と
機
能
強
化

自 民 党

関
せき

政
まさ

幸
ゆき

議員
（千葉市緑区）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

▼
昨
秋
の
台
風
・
豪
雨
被
害

▼
移
住
・
定
住
促
進
事
業

▼
路
線
バ
ス
の
諸
課
題

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
犯
罪
被
害
者
支
援

立 憲 民

守
もり

屋
や

貴
たか

子
こ

議員
（市川市）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み

▼
自
治
体
病
院
の
運
営
状
況
と
地
域
医

療
体
制
の
整
備

▼
重
度
の
強
度
行
動
障
が
い

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
・
雇
用
対

策
と
移
住
政
策

▼
種
子
条
例
と
在
来
種
の
継
承

▼
ウ
ナ
ギ
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
湖
沼
・

河
川
環
境
の
再
生

千 葉 民

入
いり

江
え

晶
あき

子
こ

議員
（佐倉市・印旛郡酒々井町）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

▼
財
政

▼
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

▼
ま
ち
づ
く
り

▼
福
祉
・
医
療

▼
水
道
事
業

公 明 党

田
た

村
むら

耕
こう

作
さく

議員
（千葉市花見川区）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

千
葉
県
議
会

　
質
問
項
目

　
9
月

　
検
索

代
表
質
問

代
表
質
問

9
月
24
日（
木
）

9
月
25
日（
金
）

　令和2年9月定例県議会において、千葉県
の令和元年度一般会計および特別会計の決
算を審査するため、決算審査特別委員会が設
置されました。
■審査日程（開会時間　各日午前10時）　
10月19日（月）・23日（金）・30日（金）・
11月 2日（月）・16日（月）・17日（火）

「決算審査特別委員会」の設置

■委員名簿
会 派 名 委　員　名

自 民党

◎ 今　井　　　勝 ◯ 實　川　　　隆 関　　　政　幸
中　村　　　実 森　　　　　岳 小野﨑　正　喜
髙　橋　祐　子 木名瀬　訓　光 鈴　木　ひろ子
佐　藤　健二郎

立憲民 髙　橋　　　浩 菊　岡　たづ子
千葉民 竹　内　圭　司 鈴　木　陽　介
公明党 阿　部　俊　昭 横　山　秀　明
千翔会 岩　波　初　美

◎委員長　○副委員長 令和2年10月1日現在

会　派　名 略称 議員数
自由民主党千葉県議会議員会 自民党 53人
立憲民主党千葉県議会議員会 立憲民 １0人
千葉民主の会 千葉民 9人
公明党千葉県議会議員団 公明党 8人
千翔会 千翔会 3人
日本共産党千葉県議会議員団 共産党 2人
平和の党 平和党 1人
社民党 社民党 1人
千葉県民の声 県民声 1人
市民ネットワーク 市民ネ 1人
リベラル民主 リベ民 1人
無所属議員 無所属 4人

会派別議員数

定数94人  現員94人 （令和2年10月13日現在）
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の
資
金
繰
り
を
一
層
支
援
す
る
た
め
、
実
質

無
利
子
・
無
担
保
の
県
制
度
融
資
に
つ
い

て
、
7
月
6
日
以
降
、
無
利
子
と
な
る
融

資
枠
を
3
千
万
円
か
ら
4
千
万
円
に
拡
大

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
融
資
利
用
は
、
8
月

末
で
約
2
万
2
千
件
、
約
4
千
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
売
上
高
が
前
年
同
月
比
で
50
％

以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に
支
給
す
る
中

小
企
業
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
約
8

万
8
千
件
の
申
請
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、

約
6
万
7
千
件
、
約
1
6
5
億
円
を
支
給

し
た
。

　

こ
の
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
、
売
り
上
げ

減
少
の
比
較
期
間
を
本
年
12
月
ま
で
延
長

す
る
と
と
も
に
、
6
月
以
降
、
連
続
す
る

3
カ
月
間
の
売
上
高
が
、
前
年
比
で
30
％

以
上
減
少
し
た
事
業
者
を
、
新
た
に
支
給

対
象
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ

る
中
小
企
業
を
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

問　

９
月
補
正
予
算
案
の
公
共
交
通
事
業

者
向
け
の
臨
時
支
援
金
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
内
容
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
財
政
的
支
援
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

公
共
交
通
事
業
者
向
け
の
臨
時
支
援

金
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
す
地
域
鉄
道
や
、
乗
り

合
い
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
を
対
象
に
、
感
染
予

防
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
車
両
の
消
毒
作
業
等
へ

の
対
応
と
し
て
、
鉄
道
や
バ
ス
は
、
車
両
1

台
当
た
り
10
万
円
の
給
付
を
、
タ
ク
シ
ー

は
、
保
有
台
数
の
規
模
に
応
じ
て
、
1
万
円

か
ら
60
万
円
を
定
額
給
付
す
る
も
の
で
あ

財

政

問　

令
和
2
年
度
9
月
補
正
予
算
は
、
ど

の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
て
編
成
し
た
の

か
。

　

ま
た
、
今
後
の
収
支
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
引
き
続
き

感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、

深
刻
な
影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性

化
も
図
っ
て
い
く
た
め
、

・ 

感
染
症
の
長
期
化
に
備
え
た
医
療
提
供

体
制
の
整
備

・ 

県
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
推
進
す
る

「
ち
ば
と
一
緒
に
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・ 

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
中
小
企
業
等

へ
の
さ
ら
な
る
支
援

な
ど
の
経
費
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
の
決
算
剰
余
金
や
、

既
存
事
業
の
見
直
し
等
の
取
り
組
み
に
よ

り
生
じ
た
財
源
を
活
用
し
、
財
政
調
整
基

金
と
災
害
復
興
・
地
域
再
生
基
金
に
合
わ

せ
て
1
4
9
億
円
の
残
高
を
確
保
し
、
今

後
の
台
風
災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

収
支
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

均
衡
し
て
い
る
が
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
税
収
が
下
振
れ
す

る
懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
執

行
段
階
で
の
節
減
や
既
存
事
業
の
見
直
し

な
ど
の
取
り
組
み
を
徹
底
し
、
よ
り
一
層
の

財
源
確
保
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

問　

感
染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
中
、
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
小
企
業
に

対
す
る
支
援
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

り
、
い
ず
れ
も
国
の
補
助
対
象
外
の
経
費

を
、
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
に
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る

乗
り
合
い
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
と
県
が
支

援
す
る
広
域
幹
線
に
お
い
て
、
補
助
対
象

基
準
の
要
件
緩
和
に
よ
る
支
援
の
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

問　

県
立
高
等
学
校
に
お
い
て
、
感
染
拡

大
に
よ
っ
て
は
休
校
等
も
想
定
さ
れ
る
中
、

本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
学
習
内
容
を
全

て
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

本
年
6
月
に
県
立
高
等
学
校
を
再
開

す
る
に
当
た
っ
て
、
休
校
中
の
学
習
の
定
着

状
況
を
確
認
し
た
上
で
指
導
計
画
を
見
直

し
て
お
り
、
行
事
の
精
選
な
ど
に
よ
り
授

業
時
数
を
確
保
し
つ
つ
、
今
年
度
学
習
す

る
内
容
を
全
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
感
染
者
の
発
生
に
よ
り
臨
時
休

校
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
今
年
度
導
入
し

た
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
家
庭
に
お
い
て
も
学
校
の
授
業
と

同
様
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
着
実

に
履
修
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
仮
に
、
臨
時
休
校
が
長
期
に
及
ぶ

場
合
は
、
学
校
再
開
後
に
、
あ
ら
た
め
て
指

導
計
画
を
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
冬
休

み
や
春
休
み
の
短
縮
、
放
課
後
の
補
習
等

の
工
夫
を
行
い
、
生
徒
に
無
理
の
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
今
年
度
の
学
習
内
容
を

全
て
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

防
災
体
制
の
強
化

問　

房
総
半
島
台
風
に
よ
る
災
害
か
ら

1
年
が
経
過
し
た
が
、
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
昨
年
の
台
風
・
大
雨
災
害
か

ら
1
年
を
迎
え
る
の
を
契
機
に
、
あ
ら
た

め
て
復
旧
・
復
興
の
状
況
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
被
災
住
宅
の
復
旧
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
応
急
的
な
措
置
が
継
続
し
て
い

る
住
宅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
と
連
携

し
、
業
者
紹
介
窓
口
の
利
用
促
進
な
ど
に
よ

り
、一
層
工
事
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
農
林
漁
業
者
や
中
小

企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
支
援

策
で
要
望
等
の
受
け
付
け
は
完
了
し
、
各

地
で
復
旧
が
進
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、
事

業
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
支
給
事
務
を

進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
進
め
た
他
、

検
証
報
告
を
踏
ま
え
て
初
動
対
応
を
見
直

す
な
ど
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
防
災
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

児
童
相
談
所

問　

児
童
相
談
所
の
増
設
等
、
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答　

ま
ず
、
印
旛
郡
市
と
松
戸
市
・
鎌
ケ
谷

市
と
を
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
児
童
相
談
所

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
地

元
市
町
と
調
整
を
進
め
て
お
り
、
未
利
用

公
有
地
の
活
用
を
基
本
と
し
て
、
交
通
機

関
等
の
利
便
性
や
周
辺
環
境
等
の
諸
条
件

等
を
勘
案
の
上
、
早
期
に
候
補
地
が
決
定

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

次
に
、
執
務
室
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

は
、
市
川
お
よ
び
柏
児
童
相
談
所
に
お
い

て
、
職
員
の
急
速
な
増
員
に
よ
り
狭き

ょ
う

隘あ
い

化

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
市
川
児
童
相
談
所
で
は
船

橋
市
に
あ
る
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
一
部

を
活
用
し
、
柏
児
童
相
談
所
で
は
柏
市
内

の
民
間
施
設
を
借
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

来
年
度
中
に
業
務
が
開
始
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
時
保
護
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
柏
児
童
相
談
所
で
は
予
定
よ
り
3
カ

月
程
度
早
い
今
月
末
の
完
成
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
、
残
る
市
川
お
よ
び
君
津
児
童

相
談
所
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
完
成
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
く
。

水

産

業

問　

県
は
、
本
県
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答　

県
で
は
、
収
益
性
の
高
い
漁
業
生
産

体
制
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
漁
協
や
市

町
村
な
ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
策
定
し
た

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
漁

業
者
等
が
進
め
る
省
力
化
漁
船
の
建
造
や

作
業
性
に
優
れ
た
定
置
網
の
導
入
、
ノ
リ

の
共
同
加
工
施
設
の
整
備
な
ど
を
支
援
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
高
品
質
な
水
産
物
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
銚
子
や
勝
浦
な
ど
の
流
通

拠
点
漁
港
に
お
い
て
、
市
場
や
製
氷
施
設
、

加
工
施
設
な
ど
の
一
体
的
な
整
備
を
進
め

る
他
、
小
規
模
な
漁
港
に
お
い
て
は
、
市
場

の
統
合
や
施
設
の
近
代
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
大
幅
に
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
高
精
度
な
漁
海
況
情
報
を
提
供

す
る
た
め
の
最
先
端
技
術
の
研
究
な
ど
を

進
め
る
他
、
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
等
の
種
苗
生

産
体
制
を
再
編
整
備
し
、
水
産
資
源
の
維

持
・
増
大
を
図
る
な
ど
、
本
県
水
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

が
ん
セ
ン
タ
ー

問　

が
ん
セ
ン
タ
ー
新
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
強
化
さ
れ
る

の
か
。

答　

新
し
い
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

化
に
伴
う
が
ん
患
者
の
増
加
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
許
可
病
床
数
を
3
4
1
床
か
ら

4
5
0
床
に
増
床
し
、
併
せ
て
、
手
術
室
の

増
設
や
通
院
し
な
が
ら
治
療
が
受
け
ら
れ

る
薬
物
療
法
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
体
制

の
拡
充
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
身
体
へ
の
負
担
の
少
な
い
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
増
設
や
温
熱
療
法
を
行

う
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
の
導
入
の
他
、
放
射

線
治
療
機
器
を
更
新
す
る
な
ど
、
診
療
機

能
の
強
化
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
患
者
や
家
族
の
相
談
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
患
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置
し
、
患
者
等
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
明

る
く
ゆ
と
り
の
あ
る
病
棟
な
ど
、
よ
り
快

適
性
に
配
慮
し
た
療
養
環
境
の
整
備
を

図
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
県
民
の
命
を
守
る
た
め
、
新

棟
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
診
療
機

能
を
十
分
発
揮
し
、
県
が
ん
医
療
の
中
核

的
な
施
設
と
し
て
、
高
度
で
先
進
的
な
医

療
を
提
供
し
て
い
く
。

水

辺

環

境

問　

印
旛
沼
に
お
け
る
水
生
植
物
を
見
る

と
、
近
年
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
等
の

外
来
種
が
繁
茂
し
、
在
来
種
が
顕
著
に
減

少
し
て
い
る
。
外
来
種
へ
の
対
策
を
さ
ら

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

印
旛
沼
流
域
で
は
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
の
分
布
範
囲
が
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
治
水
や
水
辺
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
治
水
対
策
の
一

環
と
し
て
、
洪
水
時
に
大
和
田
排
水
機
場

の
運
転
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

機
場
に
近
い
桑
納
川
や
神
崎
川
に
お
い
て
、

関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
団
体
と

の
協
働
に
よ
り
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
8
月
か
ら
は
、
今
後
の
本

格
的
な
駆
除
に
向
け
て
、
沼
お
よ
び
主
な

流
入
河
川
に
お
け
る
水
生
植
物
の
繁
茂
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
や
、
先
行
し
て
実
施
し

て
い
る
手
賀
沼
の
駆
除
事
業
で
得
ら
れ
た

知
見
を
踏
ま
え
、
印
旛
沼
に
お
け
る
駆
除

を
含
め
た
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
流

域
市
町
や
関
係
団
体
等
と
協
議
し
て

い
く
。

県

営

水

道

問　

県
営
水
道
に
お
け
る
水
道
管
の
耐

震
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
管
路
全
体
お
よ
び
液
状
化
が
懸

念
さ
れ
る
地
域
で
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
か
。

答　

県
営
水
道
で
は
、
強き

ょ
う

靭じ
ん

な
材
質
で
、
地

震
の
際
も
水
道
管
の
連
結
部
が
外
れ
な
い

耐
震
管
を
全
面
的
に
採
用
し
て
お
り
、
特

に
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
被
害
が
多
発

し
た
湾
岸
埋
立
地
域
の
耐
震
化
を
優
先
的

に
進
め
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
末
の
管
路
延
長
は

9
1
7
9
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
管
路
全

体
の
耐
震
化
率
は
23
・
6
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
湾
岸
埋
立
地
域
の
管
路
延

長
は
約
6
9
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
耐

震
化
率
は
、
47
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
液
状
化
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
を

優
先
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に

拠
点
と
な
る
重
要
施
設
に
給
水
す
る
管
路

や
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
管
路
の
耐
震

化
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

代
表
質
問

代
表
質
問
か
ら
か
ら

繁茂するナガエツルノゲイトウ

導入されたハイパーサーミア



ちば県議会だより  令和2年［2020年］11月5日（木曜日）

常任委員会では、それぞれの所管する事項の審査の参考とするため、現場に出向いて調査活動を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。常任委員会活動報告

総合企画企業常任委員会

文教常任委員会

環境生活警察常任委員会

　テロ行為による異物混入の防止や、火
山噴火による降灰等のリスクに備える
ため、県営水道が進めてきた浄水施設の
覆蓋化について、柏井浄水場の設置状況
を調査しました。

　タブレット使用授業・スマートフォ
ン使用授業・プロジェクター使用授業
を視察し、高等学校普通教室用ICT環境
検証事業実施校の状況について調査し
ました。

　「新型コロナウイルス感染症による
影響と対策について」および「令和元年
度台風への対応等について」を調査しま
した。

浄水施設の
覆
ふ く

蓋
が い

化について

ＩＣＴを活用した
新しい授業のカタチ

県立文化会館の
新型コロナウイルス
感染症対応

調査先：千葉県企業局  柏井浄水場（千葉市花見川区）

調査先：千葉県立検見川高等学校（千葉市美浜区）

調査先：千葉県南総文化ホール（館山市）

調査日：令和2年10月8日（木）

調査日：令和2年10月6日（火）

調査日：令和2年10月8日（木）

県営水道における浄水施設の覆蓋化に
ついて説明を受ける委員

タブレット使用授業を見学し、説明を
受ける委員

千葉県南総文化ホール（小ホール）に
おいて説明を受ける委員

千葉県  常任委員会　 検索

問
　
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
総
合
防
除

対
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
侵
入
防
止
、
食
害
防

止
、
越
冬
防
止
お
よ
び
水
路
の
貝
の
生
息

密
度
低
減
な
ど
、
地
域
の
協
議
会
が
実
施

す
る
対
策
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
、
12
市
町
村
17
地
区
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
水
田
の
取
水
口
へ
の
ネ

ッ
ト
設
置
に
よ
る
侵
入
防
止
効
果
の
他
、

田
植
え
の
時
期
の
農
薬
散
布
や
水
位
を
浅

く
し
た
栽
培
管
理
な
ど
に
よ
る
食
害
軽
減

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
越
冬
防
止
や
貝
の
生
息
密

度
の
低
減
を
図
る
た
め
、
水
田
の
耕
運
や

水
路
の
泥
上
げ
な
ど
を
行
い
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
防
除
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
総

合
的
に
進
め
て
い
く
。

地域トピックス～圏央道ゾーン編～

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
食
害
に
よ
る
欠
株
の
様
子
。

長
い
触
覚
が
特
徴
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
左
下
）

　県議会のさまざまな情報を掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

主な掲載内容
●県議会議員の紹介　●傍聴のご案内
●会議録検索　●会議の概要
●議会図書室の利用案内

●インターネット中継（ライブ・録画）
本会議および予算委員会（過去3年
分視聴可）

〈ホームページアドレス〉
https://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html 検 索千葉県議会中継

千葉県議会ホームページ 千葉県議会ホームページで動画配信中

スマートフォン・
タブレット端末でも
視聴できます。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

防
除
対
策

防
除
対
策

 

〜
一
般
質
問
よ
り
〜

〜
一
般
質
問
よ
り
〜

問　

法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
の
延

長
に
つ
い
て
、
県
は
対
象
企
業
に
ど

の
よ
う
に
説
明
や
周
知
を
行
う
の
か
。

答　

適
用
期
限
を
延
長
す
る
際
に
は
、

従
来
か
ら
県
内
の
経
済
団
体
へ
事
前

説
明
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
も
7
団
体

を
訪
問
し
、
趣
旨
や
内
容
等
の
説
明
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
各
企
業
に
対
し
て
は
、
申

告
書
を
送
付
す
る
際
に
、
超
過
課
税

の
趣
旨
や
内
容
を
説
明
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　

水
道
施
設
の
非
常
用
発
電
設
備

の
整
備
を
、
県
は
ど
の
よ
う
に
促
進

し
て
い
く
の
か
。

答　

引
き
続
き
、
各
水
道
事
業
体
に
対

し
、
積
極
的
な
整
備
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
国
に
対
し
国
庫
補
助
制
度
の
継

続
と
拡
充
を
要
望
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
病
院
や
避
難
所
等
に
給
水

す
る
水
道
施
設
に
、
確
実
に
整
備
が

進
む
よ
う
、
県
の
支
援
策
も
検
討
し

て
い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ク
ラ
ス
タ
ー
等
対
策
チ
ー
ム
は
、

派
遣
さ
れ
た
施
設
等
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

派
遣
さ
れ
る
医
師
は
、
陽
性
と
な

っ
た
患
者
の
優
先
搬
送
順
位
の
検
討

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

や
入
院
ま
で
の
経
過
観
察
等
を
行
う
。

　

ま
た
、
看
護
師
は
、
施
設
内
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
や
、
職
員
へ
の
個
人
防
護

具
の
着
脱
訓
練
な
ど
、
感
染
拡
大
防

止
に
関
す
る
指
導
等
を
行
う
。

問　
「
ち
ば
と
一
緒
に
！
」コ
ン
サ
ー
ト

開
催
事
業
を
実
施
す
る
目
的
は
何
か
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
は
今
後
も
続
く
と
思
わ

れ
る
が
、
開
催
に
当
た
っ
て
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
中
止
に

よ
り
、
発
表
の
場
を
失
っ
た
県
内
高
等

学
校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
を
応
援
す

る
た
め
、
ま
た
、
地
域
を
元
気
に
す
る

た
め
、
県
内
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
会
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
当

日
来
場
で
き
な
い
人
の
た
め
、
動
画

配
信
を
行
う
こ
と
も
検
討
し
て
お
り
、

今
後
、
学
校
や
市
町
村
等
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

千
葉
県
就
職
氷
河
期
世
代
支
援

加
速
化
事
業
の
支
援
対
象
者
は
、
何

人
程
度
い
る
の
か
。

ま
た
、事
業
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

本
県
に
は
、
5
万
6
千
人
を
超
え

る
支
援
対
象
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
就
職
力
強
化
の
た
め
の

研
修
や
、
企
業
と
の
交
流
会
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
職
先
企
業
の

紹
介
、
採
用
後
の
定
着
支
援
な
ど
、

安
定
就
労
に
向
け
た
き
め
細
か
い
支

援
に
取
り
組
む
。

問　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
対
策
に
つ
い
て
、
本
県

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

商
工
労
働
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

を
含
め
多
く
の
都
府
県
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
に
よ
り
、
発
生
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
、
群
馬
県
で
Ｃ

Ｓ
Ｆ
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け
、

県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
。

答　

群
馬
県
で
の
発
生
翌
日
に
全
養
豚

農
家
に
対
し
、
注
意
喚
起
お
よ
び
飼
養

衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
徹
底
を
あ
ら

た
め
て
周
知
し
た
。

問　

今
回
の
補
正
予
算
案
で
計
上
し

て
い
る
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置

箇
所
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　

水
位
周
知
河
川
お
よ
び
そ
の
支
川

に
お
い
て
、
過
去
の
浸
水
被
害
や
重
要

水
防
箇
所
な
ど
29
カ
所
の
設
置
に
必

要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
河
川
に
つ
い

て
も
、
過
去
の
浸
水
被
害
や
市
町
村

の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
水
位
の
把

握
が
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。

問　

千
葉
県
立
博
物
館
の
今
後
の
在

り
方
が
示
さ
れ
た
が
、
中
央
博
物
館

に
お
け
る
自
然
科
学
分
野
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
自
然
科
学
分
野
の
研

究
実
績
を
生
か
し
つ
つ
、
人
文
科
学
分

野
の
専
門
職
員
や
博
物
館
資
料
を
集

約
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
を
超
え

た
広
域
的
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
共
同
研

究
を
模
索
す
る
な
ど
、
自
然
科
学
分

野
と
人
文
科
学
分
野
の
融
合
を
図
り
、

総
合
博
物
館
と
し
て
の
価
値
を
高
め

て
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

主主
なな
質
疑
質
疑
か
ら
か
ら

各
常
任
委
員
会
の

各
常
任
委
員
会
の



ちば県議会だより  令和2年［2020年］11月5日（木曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みの他、県庁総合案内、地域振興事務所などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。

▼
北
千
葉
道
路

▼（
仮
称
）押
切
橋

▼
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
事
業
及
び

市
川
市
単
独
公
共
下
水
道
菅
野
処
理
区

▼
歩
車
分
離
式
信
号

▼
千
葉
県
の「
長
期
停
電
対
策
」

▼
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

▼
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

▼
学
校
現
場
の「
ゲ
ー
ム
障
害
」対
策

▼
地
域
振
興

▼
海
岸
漂
着
物
対
策

▼
館
山
港
多
目
的
桟
橋
の
機
能
強
化

▼
信
号
機
の
停
電
対
策

▼
学
校
現
場
に
お
け
る
教
職
員
人
員

▼
海
の
安
全
対
策

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
施
策

▼
国
・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
伝
承

自民党

鈴
すず

木
き

　衛
まもる

 議員
（市川市）

9
月
28
日（
月
）

公明党

赤
あか

間
ま

　正
まさ

明
あき

 議員
（市川市）

自民党

三
み

沢
さわ

　智
さとし

 議員
（館山市）

千葉民

平
ひら

田
た

　悦
えつ

子
こ

 議員
（君津市）

▼
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

▼
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備

▼
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
促
進

▼
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
地
域
振
興
策

▼
県
庁
舎
の
固
定
電
話
回
線
の
契
約

▼
地
方
創
生
の
推
進

▼
幕
張
メ
ッ
セ

▼
千
葉
み
な
と
港
湾
緑
地

▼
成
田
空
港

▼
農
業
問
題

▼
教
育
問
題

▼
福
祉
問
題

▼
千
葉
県
地
方
創
生
総
合
戦
略

▼
手
賀
沼
湖
岸
堤
防
の
整
備

▼
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
対
応

▼
教
育
問
題

▼
申
請
・
届
け
出
等
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

▼
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
ワ
ク
チ
ン
等

▼
地
球
温
暖
化
対
策

▼
離
岸
流
に
よ
る
水
難
事
故
防
止

自民党

田
た

中
なか

 幸
こう

太
た

郎
ろう

 議員
（市川市）

自民党

臼
うす

井
い

　正
しょう

一
いち

 議員
（千葉市美浜区）

9
月
29
日（
火
）

自民党

小
こ

池
いけ

　正
まさ

昭
あき

 議員
（成田市）

自民党

今
いま

井
い

　勝
まさる

 議員
（我孫子市）

立憲民

河
こう

野
の

　俊
とし

紀
のり

 議員
（千葉市美浜区）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
県
立
高
校
に
お
け
る
校
則
な
ど
に
よ

る
指
導

▼
自
主
防
災
会
、避
難
所
へ
の
支
援

▼
北
千
葉
道
路

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検

査
体
制

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
活
用
事
業

▼
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

▼
保
健
医
療
大
学

▼
児
童
虐
待

▼
長
門
川
の
護
岸
整
備

▼
大
雨
・
台
風
災
害
へ
の
備
え
等

▼
路
線
バ
ス
の
維
持

▼
国
道
4
6
4
号
の
景
観
向
上

▼
防
災
対
策

▼
農
業
振
興

▼
県
立
病
院

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

共産党

加
か

藤
とう

　英
ひで

雄
お

 議員
（柏　市）

自民党

石
いし

井
い

　一
かず

美
み

 議員
（鎌ケ谷市）

9
月
30
日（
水
）

千葉民

礒
いそ

部
べ

　裕
ひろ

和
かず

 議員
（野田市）

自民党

岩
いわ

井
い

　泰
やす

憲
のり

 議員
（印西市・印旛郡栄町）

千翔会

谷
や

田
た

川
がわ

 充
みつ

丈
たけ

 議員
（香取市・香取郡神崎町・香取郡多古町）

▼
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
・
脱

ハ
ン
コ
の
推
進

▼
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

▼
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発

▼
子
供
を
ふ
や
す
政
策

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
道
路
問
題

▼
河
川
問
題

▼
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除
対
策

▼
教
育
問
題

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
中
小
企
業
へ
の
支
援

▼
河
川
の
浸
水
想
定

▼
県
庁
職
員
の
在
宅
勤
務

▼
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

▼
成
田
空
港

▼
業
務
の
合
理
化

▼
県
内
林
業
及
び
森
林
の
維
持
管
理

▼
就
職
氷
河
期
世
代
の
県
職
員
の
採
用

▼
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
の
職
員
給
与
削
減

▼
離
別
母
子
世
帯
の
支
援

無所属

田
た

沼
ぬま

　隆
たか

志
し

 議員
（四街道市）

自民党

鶴
つる

岡
おか

　宏
ひろ

祥
よし

 議員
（茂原市）

10
月
1
日（
木
）

自民党

髙
たか

橋
はし

　秀
ひで

典
のり

 議員
（旭　市）

自民党

林
はやし

　幹
もと

人
ひと

 議員
（成田市）

平和党

西
にし

尾
お

　憲
けん

一
いち

 議員
（船橋市）

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
議
会
　
質
問
項
目
　

9
月

　

検
索

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検

証
と
対
策

▼
学
力
向
上
施
策

▼
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン

自民党

阿
あ

部
べ

　紘
こう

一
いち

 議員
（千葉市稲毛区）

一
般
質
問

一
般
質
問

9月定例県議会 知事あいさつ 

　このたび提案致しました案件は、令和2年度の補
正予算案、各種条例案およびその他附帯議案の20
議案の他、報告4件並びに令和元年度の決算認定に
ついてです。

◎令和2年度一般会計の補正予算案
　新型コロナウイルス感染症については、7月以降、
新規感染者数が多い状態が続いており、引き続き感
染症対策に万全を期すとともに、深刻な影響を受け
た地域経済の活性化も図っていく必要があります。
　このため、今回の9月補正予算案では、「感染症の
長期化に備えた医療提供体制の整備」、「県民のみな
さまとともに推進する「ちばと一緒に！」キャンペー
ン」、「厳しい経営状況にある中小企業等へのさらな
る支援」などの取り組みを進める他、6月補正予算編
成後の状況変化を踏まえ、緊急的に取り組むべき事
業に必要な経費を計上致しました。
　また、健全な財政運営に資するため、令和元年度の
決算剰余金の2分の1を財政調整基金に積み立てます。
　この結果、補正予算額は533億8,321万余円、現
計予算と合わせた補正後の予算規模は、2兆1,009
億7,151万余円となります。

◎新型コロナウイルス感染症対策
　感染症の長期化に備え、入院患者受け入れのため
の空床・休床確保、軽症者等のための宿泊施設確保
等については、7月に作成した患者推計および病床
確保計画に基づき、あらためて積算した上で、年度末
までの所要額を計上致しました。
　そのうち、空床・休床確保事業において、集中治療

室等を除く休床分については、国基準補助単価が低く、
医療機関の負担が大きいとのご意見もございました。
　医療機関については、長期にわたり極めて厳しい
環境下におかれていることも踏まえ、今回、集中治療
室等を除く休床分について、県独自に補助単価を1
日1床当たり1万円引き上げることと致しました。
　その他、収入が減少した世帯の方への生活福祉資
金の貸し付けについては、これまでの動向を踏まえ
て、貸し付け原資をさらに積み立てるとともに、乗り
合いバス、地域鉄道、タクシーなどの地域の公共交
通事業者が行う車両消毒などの感染予防対策に対
し、新たに支援金を給付致します。

　その他、「経済の活性化」など主な事業の他、条例
の制定および一部改正などの概要説明がありまし
た。さらに、房総半島台風等からの復旧・復興につ
いて、報告等がありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧に
なれます。 千葉県議会　知事あいさつ　 検索

※ 本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。
※  傍聴される場合は、議会ホームページで最新の情報をご確認ください。

令和2年12月定例県議会 会期および議事・委員会予定（素案）

月　日 議事・委員会予定 開議時間
11月27日（金）開会　　 TV 午前10時
12月 3日（木）質疑並びに一般質問 TV 〃

4日（金）　　〃　　 TV 〃
7日（月）　　〃   〃
8日（火）　　〃   〃
9日（水）　　〃   〃
10日（木）　　〃   〃
14日（月）常任委員会（健康福祉・文教） 〃
15日（火）　　〃　　（総合企画企業・商工労働） 〃
16日（水）　　〃　　（環境生活警察・県土整備） 〃
17日（木）　　〃　　（総務防災・農林水産） 〃
22日（火）閉会   午後1時

…チバテレで生放送されます。TV
…パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。


